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研究成果の概要（和文）： 本研究では旭川市が抱えている雪に関する問題を解決するために，授業開発を行った。そ
の際，行政や地域と連携すること，児童が地域社会の一員として，自分にできることを考えることを授業に取り入れた
。
 その結果，除雪に関する知識を得，自分の今までの生活を振り返り，除雪作業員へ感謝の気持ちを抱くことができる
ようになった。また，除雪に関する問題を解決するために，将来大人になったとき,自分たちにできることを考えるこ
とができた。具体的には，ほとんどの児童が，自分の家だけではなく，近くの人や高齢者の雪かきを行ったり，除雪の
マナーを守ったり，除雪の問題を他に伝える行動をとったりしようという意欲をもつことができた。

研究成果の概要（英文）：  A new lesson plan is presented which encourages elementary school students to de
velop their citizenship. Three objectives of the study are identified: to work in cooperation with the cit
y organization and neighborhood, to let the students think about what to do by themselves as citizens, and
 to develop their spirit of cooperation and their consideration for other people.
  It was found that after completing the program, the students gained some knowledge of snow removal, look
ed back on how they lead their lives, and displayed gratitude to the snow removal workers. In addition, th
ey thought about what to do by themselves as citizens, now and in the future, in order to improve the snow
 removal problem. 
  Thus, the students understood the situation on the part of the snow removal, and the importance to not o
nly to leave city organization, but also to cooperate with city organization and the neighborhood to remov
e the snow in order to live a comfortable winter life. 
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1．研究開始当初の背景  
(1)旭川市は、年間 679cm の降雪量があり、
除雪費は 17 億 6390 万円にものぼる。除雪
費の削減は旭川市にとって重要な課題であ
る。市は種々の広報活動を通して、除雪基
準への理解、雪出防止、路上駐車防止等の
啓発を行ってきたが、今だ、市民に浸透し
ているとは言い難い。官民協働の除雪意識
を高め、除雪費削減を推進するためには、
幼い頃から雪問題について関心を持たせ、
安全で快適な街づくりへの意識を高めるこ
と、望ましい市民性を高めることが必要で
ある。  
(2) 除雪問題に対する教育プログラムは見
受けられない。ただし、小学生向けに札幌
市が作成した雪に関するマンガ、旭川市土
木事業所が作成したビデオがある。これら
は旭川市の重要課題である除雪問題に対す
る小学生のシティズンシップ教育プログラ
ムを開発する上で、資料として使用できる。 
 
2．研究の目的  
(1)旭川市が抱えている雪に関する問題を
解決するために、行政や地域と連携し、児
童が地域社会の一員として、自分にできる
ことを考え、他者との助け合いや思いやり
の気持ちを育む授業開発を行い実践する。  
(2)実践した教育プログラムの反省点を明
らかにした上で、プログラムに修正を加え
る。そして、修正プログラムが修正前プロ
グラムよりも児童の市民性を培ったかを明
らかにする。  
 
3．研究の方法  
(1)授業対象・実施期間  
 修正前は北海道の国立大学法人附属小
学校の 5 年生 2 クラス、76 名（男子 38 名、
女子 38 名）を対象に行った。授業の実施
期間は 2011 年 1 月で、授業時数は全 2 時
間であった。修正後は北海道旭川市立Ｋ小
学校の 6 年生 2 クラス、57 名（男子 30 名、
女子 27 名）を対象に行った。授業の実施
期間は 2013 年 1 月下旬~2 月上旬で、授業
時数は全 4 時間（体験活動 2 時間を含む）
であり、家庭科の授業として行った。  
 なお、土木事業所の職員の方をゲストテ
ィーチャーとして，また体験活動では大学
生をボランティアとして迎え、授業を行っ
た。  
(2)分析方法  
 授業の 1 時間目と 2 時間目で用いたワー
クプリント 2 枚と授業後の感想文から授業

の効果を検討した。なお、児童の記述につ
いてはカテゴリーに分け、記述した児童の
数をカウントし、修正前と修正後のプログ
ラムについて比較している。  
 
4．研究成果  
(1)プログラムの反省点  
 前回のプログラムの１時間目では、次の点
が反省点として挙げられる。子どもたちは
除雪の経験はあるものの、旭川の除雪課題
に対して全く知識がなかった。そのため、
ＤＶＤを一度見ても、課題を見つけること
が難しい児童も多かった。また、除雪課題
と事業所の職員の方（ゲストティーチャー）
が市民にお願いしている除雪のマナーとを
混乱して理解していた。導入に時間がかか
り、本時のまとめである「授業で学んだこ
と」を発表することができなかった。  
 2 時間目では、自分たちにできることが
自宅周辺の除雪とＤＶＤに出てくる内容し
か考えられなかった。多くの児童は除雪課
題に対して理解はしたが、自分の問題とし
て捉えることができなかった。そのために、
学んだことを実際の日常生活に生かすこと
ができなかった。  
 
(2)授業の目標  
①家族や地域社会の一員としての自覚をも

ち、旭川の除雪の問題に関心を持つ。【関
心・意欲・態度】  

②旭川の除雪の問題を解決するための手立
てを工夫して考え、自ら行動しようとす
る。【生活の創意工夫】  

③快適な冬の生活を送るために、学校生活
や家庭生活において実践することがで
きる。【生活の技能】  

④旭川の除雪の問題を理解し、快適な冬の
生活を送るためには市民として行動す
ることの大切さを理解する。【生活の知
識・理解】  

 
(3)修正後のプログラム  

修正前プログラムでは、ＤＶＤの内容を
理解することが難しかった児童がいたこと
から、授業対象者を 6 年生に変更した。  

1 時間目の導入では、除雪の課題に関心
を持ってもらうため、導入の時間を短縮す
るために、本時の課題に直接関係する内容
であり、修正前のプログラムで最も子ども
が興味を示した除排雪費を提示した。また、
子どもたちには除雪課題に対して知識がな
いことから、ＤＶＤを見る前に、ゲストテ



ィーチャーに旭川の除雪課題をいくつか挙
げてもらった。つまり、イメージを持って
ＤＶＤを視聴し、その中で除雪課題を確認
できるようにした。また、ワークプリント
に「除雪に関する問題」と「除雪のマナー」
という 2 項目を立て、ＤＶＤの内容を分け
てメモできるようにした。さらに、ゲスト
ティーチャーから、除雪に関する苦情件数
を表に示したものを提示しながら、苦情が
多いことや、市民にお願いしていることを
話してもらい、除雪課題が市の大きな問題
として実感できるようにした。  
 2 時間目は、家庭→学校→地域と徐々に
視野を広げて、除雪課題を解決するために
自分ができることを考えられるようにした。
また、家庭や学校でできることは個人で考
えさせたが、地域でできることを考えるこ
とは難しいので、グループで考えさせた。
さらに、考えた活動を行動に移す意欲を持
たせるために、クラスメイトに高齢者宅で
除雪作業を行った経験を話してもらった。  
 3,4 時間目には、除雪の大変さや地域の
ために何かをする喜びを実感したり、考え
たことを行動に移すことで地域をよりよく
しようという意欲を持たせたりするために、
除雪活動を取り入れた。  
 子どもたちが自分たちでできることとし
て取り上げた校区の中の公共の場所（消火
栓、ごみステーションなど）を大学生とグ
ループを作り、協力して除雪した。  
 
(4)ワークプリントの分析  
①自分が実行したいこと  
 2 時間目の授業のまとめでワークプリ
ントに記入した「自分でやってみようと
思うこと」の具体例からカテゴリーを形
成し、記述した児童の数をカウントした。 

修正前は自宅の周辺でできること（修正
前 32、修正後 25）を記入している児童が
多かったが、修正後は公共の場所（修正前
23、修正後 55）を除雪すると記入した児童
が増えた。子どもたちの視点が地域に広が
ったことがわかる。また、地域でできるこ
とを、グループで考えさせたことから、で
きる内容の数（修正前 2 種類、修正後 5 種
類）も多くなった。  

また、除雪のマナーに関する記述（修正
前 19、修正後 27）が多くなり、マナーへ
の意識が高くなったことがわかる。これは、
ワークプリントに「除雪のマナー」という
項目を立て、ＤＶＤの内容をより深く視聴
できるようにしたことや、ゲストティーチ

ャーから、市民にお願いしていることとし
て除雪のマナーについて話してもらったこ
と、さらには 2 時間目の導入で除雪のマナ
ーに関する振り返りを行ったことによるも
のだと思われる。  

児童が記述した数が、全体を通して、修
正後の方が多かった（修正前 86、修正後
115）。修正後の方が授業の対象者の人数は
少なかったにも関わらず、授業を 6 年生で
行ったことにより、除雪に関する理解が深
まり、課題を解決する方策を多く考えるこ
とができたと思われる。  
 
②授業全体に関する感想  

修正前、修正後プログラムの授業終了後
に書いてもらった児童の感想をカテゴリー
に分け、記述した児童の数をカウントした。
知識の獲得の項目では、プログラムの修正
後，除雪に対する苦情について記述した児
童は減ったが（修正前 18、修正後 3）、「ど
のような状況の時（雪の量、道の幅）に除
雪車が入るかわかった」などの除雪作業（修
正前 15、修正後 40）や、「ごみの出し方が
除雪に関係していることを知った」などの
除雪のマナー（修正前 11、修正後 22）に
ついて記述した児童が増えた。また、「除雪
について、たくさんのことを学んだ」など、
除雪全体についての記述（修正前 0、修正
後 21）が非常に増えた。修正後、除雪に対
する理解が深まったことがわかる。  

相手の立場の理解と除雪への思いの項
目では、修正前は、「除雪作業は大変だ」と
いうように除雪作業（修正前 32、修正後
22）や除雪作業員（修正前 26、修正後 5）
についての記述が多かった。しかし修正後
は、自分が除雪活動を通して感じたことを
記述した児童が多かった（修正前 0、修正
後 50）。特に、「地域の人から、ありがとう
と言われてすごくうれしかった」、「大学生
と一緒に除雪したら、除雪のイメージが変
わった。楽しかった」など、地域のために
何かをする喜びを実感した記述が目立った。 

日常生活における実践への意欲の項目
では、修正後、「みんなが使う公共の場所は
みんなで除雪しよう」など公共の場所の除
雪活動についての記述（修正前 0、修正後
21）や、「自分もみんなも除雪のマナーを
守るべきだと思う」など除雪マナーの遵守
（修正前 12、修正後 30）についての記述
が多くなった。また、「今から、積極的に雪
掻きし、みんなが暮らしやすい地域にした
い」（17）、「除雪活動をして、自分たちに



もできることがあると感じた」（3）など、
修正後、自分も市民の一人であるという意
識が高まったことが感じられる記述も見ら
れた。  

全体を通して、児童が記述した数が，
修正後（332）の方が修正前（186）より
も 1.8 倍多かった。また、どの項目にお
いても、修正後の方が多いことがわかる。
やはり授業の対象者を 6 年生にしたこと、
除雪活動を取り入れたことで、子どもた
ちが旭川の除雪について感じることが多
くなり，記述量が増したと思われる。  
 
③児童の除雪に対する考えの視点の変化  

1 時間目と 2 時間目に使用したワークプ
リント 2 枚と授業後の感想文の記述から、
児童の除雪に対する考えの視点がどのよう
に変化しているかを示した。なお、除雪活
動も含めた全 4 時間の修正プログラムの授
業をすべて受けた児童 45 人を対象として
いる。  

1 時間目の授業では、多くの児童が「道
路に雪を出してはいけない」、「路上駐車は
迷惑だ」など除雪のマナーの記述や「排雪
をするのにお金がかかる」、「除雪は夜間の
作業で大変」など除雪への理解を示す内容
がほとんどであった。  
「家の除雪をお手伝いする」など自分の役
割や、「地域で協力して除雪をやるべきであ
る」など地域社会に視点を持った記述はほ
とんど見られなかった。しかし、2 時間目
の授業や 3，4 時間目の除雪活動を通して、
地域や社会に視点が広がったり、自分の問
題として考えを深めたりしていることがわ
かる。  

最も多かった視点の変化は、除雪への理
解→コミュニティとの関わり→コミュニテ
ィの関わりで 13 人であった。最初は「除
雪のマナーがわかった」など除雪への理解
を示す記述から、2 時間目には「高齢者の
家の除雪を手伝う」と自分の地域に視点が
変化するが，全ての授業が終わった後でも
「みんなが歩く道路を通りやすく除雪する」
と自分の地域のまま視点が変わらない児童
が最も多かった。  

次に多かったのは、除雪への理解→コミ
ュニティとの関わり→よりよい地域社会の
実現で 6 人であった。上記の除雪への理解
→コミュニティとの関わり→コミュニティ
の関わりと 2 時間目までは同じ経過を示す
が、最終的には「除雪ボランティアをみん
なのためにしたい」など、旭川市全体に視

点が及んでいる。市民性が培われたことが
理解できる。  

このように、コミュニティに視点を広げ
た児童は 47%、社会に視点を広げた児童は
22%、両方の視点が持てた児童は 16%と、
80%以上の児童が地域や社会のへの視点を
持つことができた。  

この他、除雪への理解→コミュニティと
の関わり→自分の役割や、除雪への理解→
よりよい地域社会の実現→自分の役割のよ
うに、2 時間目で視点は広がるが、最後は
「自分にできることをやる」というように
自分の役割に戻る思考の経過もある。これ
は除雪の問題を自分の問題として捉え、自
分に何ができるかを考えている児童で、思
考を深めたと思われる。  
 以上、2 時間目の授業で、家庭→学校→
地域と徐々に視野を広げて、除雪課題を解
決するために自分ができることを考えさせ
たことや、3,4 時間目に、地域のために何
かをする喜びを実感させたり、地域をより
よくしようという意欲を持たせたりするた
めに、除雪活動を取り入れたことで、児童
の市民性が培われたことがわかる。  
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